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☆平成 28年度 日本獣医師会獣医学術学会年次大会（石川）における発表演題の募集について

日本獣医師会学会からのお知らせ

日本獣医師会学会関係情報
日本産業動物獣医学会・日本小動物獣医学会・日本獣医公衆衛生学会

平成 28 年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会（石
川）では，発表演題（地区学会長賞受賞講演，一般口演，
研究報告）を募集します．
募集内容等は以下のとおりですので，奮ってお申し込
みください．
○募集区分：
（1）地区学会長賞受賞講演
・平成 28 年度獣医学術地区学会長賞を受賞された演
題を募集します．
・発表時間 12 分（発表 8分，質疑 4分）
・抄録（講演要旨）本文  2,000 字以内
（2）一般口演
・日本学術会議の協力学術研究団体が主催する学会等に
おいて発表されていない未発表の演題を募集します．
・発表時間  10 分（発表 7分，質疑 3分）
・抄録（講演要旨）本文  1,000 字以内
（3）研究報告
・日本学術会議の協力学術研究団体が主催する学会等に
おいて既に発表された既発表の演題を募集します（各地
区学会において発表された演題は研究報告となります）．
・発表時間  10 分（発表 7分，質疑 3分）
・抄録（講演要旨）本文  1,000 字以内
※地区学会長賞受賞講演の中から学会ごとに優秀な演
題 1題を選考して，平成 28 年度の日本獣医師会獣
医学術賞「獣医学術学会賞」（本賞及び副賞として
研究奨励金）を授与します．
※地区学会長賞受賞講演の講演者（発表者）の参加登
録料については，学術奨励の関係から免除とします
（各演題の発表者 1名に限ります）．

○演題申込方法：
原則としてインターネットからの申し込みとします．

「平成 28 年度 学会年次大会（石川）演題申込用ホーム
ページ（http://jvma2017.umin.jp/）」の記載に従い申
し込みを行ってください．また，インターネットを利用
しない演題申し込みも可能ですので，希望される際は日
本獣医師会事務局・学会担当（E-mail : jvma-gakkai@

umin.net）までお問い合わせください．

（1）演題申込用 HP（http://jvma2017.umin.jp/）の「演
題申込」を選択し，リンクしている「演題申込画面」
から指示に従って入力してください．

（2）演題を申し込む際には，抄録（講演要旨）の登録が
必要になります．抄録本文はあらかじめワープロソフ
ト等で作成しておき，コピー・ペーストで貼り付ける
ことをお勧めします．申し込みが完了すると，折り返
し受け付けた旨のメールが申込者に届きますので必ず
ご確認ください（メールが届かない場合，申し込みが
完了していない恐れがあります）．

（3）抄録（講演要旨）に掲載可能な研究者数の上限は 6
名（発表者含む）です．

（4）登録が完了した抄録は，修正受付期間内であれば登録
番号とパスワードを入力することにより修正が可能です．

（5）講演時間や講演順等のプログラムは，決定次第，演
題申込用 HP上に公開します（11 月下旬予定）．発表
申込者は，発表日時，会場等に関する情報を演題申込
用 HPから入手してください．

（6）演題の申し込みと学会年次大会の参加登録とは異な
ります．発表者は演題の申し込みとは別途，必ず大会
への参加登録の申し込みを行ってください．また，大
会参加登録の方法については，平成 28 年度 日本獣
医師会獣医学術学会年次大会（石川）広報用パンフ
レット（2nd Announcement）に掲載しています（9
月号に同封しました）．
○募集期間：平成 28 年 10 月 31 日（月）　17：00 まで
（上記募集期間後の地区学会長賞受賞講演の申し込みについ
ては事務局まで直接お問い合わせください）

○発表様式等：
（1）発表様式は，パソコンを用いた液晶プロジェク
ターを使用する発表とします．

（2）動画をご使用いただけますが，パソコンを持参いた
だく等の条件があります（詳細が決定次第，演題申込
用 HPに掲載します）．

（3）演題発表におけるデータフォーマットについては，
プログラム及び演題申込用 HPに後日掲載しますの
で，発表者は必ず事前登録のうえご確認ください．
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背　　　　　景

これまで演者らは，本学会等でウシの磁気共鳴画像
（MRI）検査について報告してきた．ご存知のとおり，
小動物獣医療では，MRI検査はその有用性が確認され
臨床応用されている．ウシのMRI検査でも，脳・脊髄・
骨関節・腱・靭帯・蹄等で少数の応用例報告はあるが，
脳についての一連の詳細情報は殆どないのが現状であ
る．経済動物であるウシの頭部疾患は，発育や生産性に
大きな影響を及ぼすため，早期の診断や処置が重要であ
るが，生前診断することは非常に難しい検査でもある．
従来の頭部疾患の臨床診断法として，稟告聴取や神経学
的・血液・抗体・脳脊髄液（CSF）検査の他，エコーや
X線検査などの画像診断法も用いられてきたが，頭蓋サ
イズなどの物理的問題により診断価値の低い結果しか得
られず，確定診断に至らない場合も多かった．産業動物
獣医療においては様々な問題点によって本研究は遅れて
おり，現在においてもMRI検査を用いた脳の詳細な情
報は少ない．近年，オープンガントリー型MRI装置が
普及し，体格などの問題点が少し改善され，生前での検
査が可能となったが，ウシでは未だ脳の解剖学的正常構
造や頭部疾患に関する研究は僅かしか見当たらない．

目　　　　　的

ウシの生前診断を支援する主目的の中で，本研究では
①子ウシの脳の解剖学的正常構造を把握しMRI脳断層
図を作成すること，②子ウシに好発する頭部疾患に
MRI検査を応用することを目的に実施した．

材 料 と 方 法

2010～ 2014年に山口大学動物医療センターに頭部疾
患を疑われて搬入された子ウシ10頭及び健常子ウシ2
頭について，イソフルラン全身麻酔下でMRI検査（永
久磁石型0.4テスラ，APERTO Inspire，日立メディコ，
東京）を実施した．コイルは膝用QDコイルとフレキシ
ブルボディーQDコイルを使用し，T1，T2 強調及び
FLAIR画像を撮像した．なお，矢状断・横断・水平断
のスライス設定は柄・田浦らの方法（2004）に準じた．

得られた画像と肉眼解剖テキストや既存のイヌやヒトの
脳MRI断層図とを参照比較することにより，ウシの脳
断層図を作成し，さらにその結果を，頭部疾患を疑った
10症例に臨床応用した．山口大学では，産業動物の
MRI検査は教育・研究・地域貢献を主目的で実施して
いる．

結　　　　　果

得られた矢状断・横断・水平断の T1，T2強調及び
FLAIR画像から子ウシの脳断層図が作成できた．正中
矢状断像では，大きな嗅球や，CSFの充満する側脳室
から繋がり，第三脳室，中脳水道，第四脳室と連続する
構造，視床や下垂体，小脳の髄質や小脳活樹などが明瞭
に確認された．ほぼ正中の横断像では，脳梁，脳弓体，
尾状核，視床─下垂体ライン，梨状葉，嗅脳溝なども確
認された．ほぼ正中の水平断像では，縦裂，尾状核，後
交連，左右の海馬と視床・上丘，小脳虫部なども確認さ
れた．例示として5カ月齢 体重100kgの症例8を示す．
出生時より呼吸器症状をくり返し，眼振と振戦，頭部旋
回，歩様蹌踉，食欲廃絶し，赤血球数・白血球・AST・
CPK等が軽度上昇した．MRI検査より T2 強調及び
FLAIR画像において両側の鼓室胞に液状分泌物の貯留
が確認された．さらに大脳側頭葉から後頭葉の中隔に
FLAIR画像で高信号がみられたことから，両側の中耳
炎及び脳炎と生前診断され，剖検で確認された．症例の
まとめとして10症例のMRI検査の結果から，中耳炎3
例（2例は脳炎の併発），耳道内異物1例，外耳炎1例，
水無脳症1例，水頭症の否定（虚弱症候群）1例，大脳
皮質壊死症1例の8例が頭部疾患，残りの2症例は，頭
部以外の疾患である第一胃絨毛発育不全1例，環軸椎亜
脱臼1例であった．頭部の生前検査において，全症例が
確定診断に繋がった．

考　　　　　察

産業動物の診断においては，家畜伝染病予防法や届出
伝染病及び人獣共通感染症等の防止などを目的としてお
り，これらは確定診断の意味合いが強い．ウシの頭部疾
患に対するこれまでの診断法は，精度にばらつきが大き

産地区─3

ウ シ の MRI 検 査 ： 子 ウ シ 脳 の 断 層 図 作 成 及 び 

頭 部 疾 患 の 生 前 診 断
田浦保穗 1），井上　渚 1），檜山雅人 1），仲澤　宏 1），谷　健二 1），西川晋平 2）， 

原口友也 2），板本和仁 2），井芹俊恵 3），伊藤良樹 3），中市統三 3）

1）山口大学・獣医外科学分野，2）山口大学・伴侶動物医療分野 
3）山口大学・獣医放射線学分野

平成27年度 日本獣医師会獣医学術学会年次大会（秋田）
地区学会長賞受賞講演（中国地区選出演題）

［日 本 産 業 動 物 獣 医 学 会］
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いなどの点から臨床応用は難しいとされてきた．今回，
子ウシの頭部MRI検査を実施した結果，正常な内部構
造の把握が可能となり，脳断層図を作成することができ
た．また全ての臨床症例で生前の確定診断につながる有
益な情報を得ることができた．さらに死後の病理解剖支
援にも有用であることから，MRI診断法の発展と診断
のみだけでなく，治療や予後・病理解剖の一助にも貢献
すると考えられた．疾病を早期発見に挑戦することで早
期廃用，無駄な飼養の削減，肉資源の有効活用など経済

的効果を目指すことは，今後の大きな社会的効果につな
がる．一方で本研究は症例数が少なく，今後，（1）成長
に伴う脳構造やサイズの変化，（2）脳構造の品種差，（3）
様々な頭部疾患を疑う症例などに対して，MRI検査を
生前及び死後に実施し詳細な関連性を解明できれば，ウ
シの頭部疾患の原因の解明に役立てることができると考
えられた．子ウシの頭部疾患にMRI検査を応用するこ
とは，早期の確定診断法として非常に有効であり，経済
的損失の抑制効果等に繋がると期待される．

産地区─6

白 線 病 か ら 波 及 し た 乳 牛 の 末 節 骨 骨 髄 炎 に 

行 っ た 断 趾 術 に つ い て の 検 討
大下克史 1），柄　武志 2）

1）広島県農業共済組合北広島家畜診療所廿日市分室，2）鳥取大学農学部共同獣医学科

は　じ　め　に

断趾術の適応は，1．DIP関節の慢性化膿性関節炎，2．
過剰の肉芽組織形成を伴う縦裂蹄，3．部分的脱蹄のよ
うな重度の外傷，4．過剰の肉芽形成を反復する白帯病
などである．その利点は，1．迅速で安価，2．牛が生産
に直ちに復帰することである．しかし実際の現場では断
趾術を実施するか否か判断に迷う症例にしばしば遭遇す
る．

材 料 及 び 方 法

HA市酪農家（タイストール牛舎 10頭飼育）で飼育
される平成24年 5月 30日生まれのホルスタイン種雌牛
（平成26年 5月 29日 初産分娩）．

X線検査：TOSHIBA医療用 X線装置 TR︲20（出力
70kV 20mA）を用い，0.5sの条件下で撮影した．
エコー検査：蹄底を平らに削切した後，病変部の処
置を行う前に携帯型超音波画像診断装置（HONDA 
HS︲101V本多電子㈱）のプローブにエコーゼリーを塗
布し蹄底より走査した．
断趾術術式：キシラジン（0.75ml/100kg）静脈内注

射にて鎮静，横臥させ，四肢をロープで保定．患肢に駆
血帯を施し，塩酸プロカインにて神経ブロックを行い趾
間から副蹄の下に向かって線鋸で切断した．

Computed tomography（CT）検査：摘出した趾に
対し，ヘリカル CT装置（Pronto SE，日立メディコ，
東京）を用い，肢の蹄関節部をガントリー中心部に入れ，
その蹄底面がX線照射方向に対してほぼ垂直になるよう
に固定し撮像した．撮像条件は100kV 100mAで，骨描
出ウィンドウ（WL：1000，WW：＋200～ 300）で観
察した．

乳量調査：ミルクメーターの数値について畜主からの
聞き取りを行った．
人工授精：常法により行った．
妊娠鑑定：直腸検査にて行った．

成　　　　　績

平成26年 9月 30日（第1病日）右後肢負重困難で外
蹄反軸側蹄底蹄球接合部付近に白線病発生，蹄底角質広
範囲に遊離，坑道形成，膿・ガス貯留し，蹄底真皮一部
壊死する．
第7病日：蹄ブロックで負重はしているものの副蹄付
近まで腫脹，疼痛著しいため深部感染症を疑う．
第14病日：X線写真を撮影したところ外蹄末節骨反
軸側の骨融解，骨吸収像を認める．
第21病日：断趾術実施する．断趾時の病変部は悪性
肉芽が広範囲に突出し疼痛著しかった．末節骨の反軸側
部分は骨融解を起こし，末節骨幅の1/4が欠損した状態
であった．抗生物質の全身投与は術後2週間続けた．
第58病日：術部良好と判断開放とした．乳量は断趾
術実施後20kg/日を維持した．平成26年 12月 26日人
工授精実施し平成27年 2月 23日直腸検査にて妊娠を確
認した．

考　　　　　察

白線病から波及した末節骨骨髄炎を発生した本牛に対
して行った断趾術は，適応であるのか検討を必要とした
が，温存するためにいたずらに治療期間を延長すること
で削痩の進行や乳量の低下さらには泌乳停止が懸念され
たため早期実施に踏み切った．結果乳量のそれ以上の低
下を防ぎ栄養状態も改善し早期に受胎させることに結び
ついたため，有効であったものと判断する．
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産地区─13

豚の下痢症関連ウイルス 4 種を迅速かつ同時に検出可能な 

TaqMan ワンステップリアルタイム RT-PCR 法の開発
増田恒幸 1），足羽朋子 2），土赤　忍 3），長井　誠 3），福成和博 4），山里比呂志 1）

1）鳥取県倉吉家畜保健衛生所，2）鳥取大学医学部付属病院 
3）東京農工大学，4）岩手県農林水産部畜産課

産地区─15

鶏卵黄抗体（IgY）の経口受動免疫による下痢症予防効果の検討
水戸康明，富永由香

岡山県農業共済組合連合会

は　じ　め　に

豚流行性下痢ウイルス（PEDV）を始めとする豚の下
痢症関連ウイルスは養豚産業にとって重要な病原体であ
る．近年，PEDVの流行や豚デルタコロナウイルス
（PDCoV）などの新興感染症の発生に伴い，これらの下
痢症関連ウイルスの迅速な診断方法の開発が望まれてい
る．今回，下痢症関連ウイルス4種（PEDV，伝染性胃
腸炎ウイルス：TGEV，PDCoV，豚 A群ロタウイルス：
PRVA）を迅速かつ同時に検出する TaqManワンステッ
プリアルタイム RT︲PCR法（qPCR）を開発したので，
その概要を報告する．

材 料 及 び 方 法

PEDV及び PDCoVについては既報のプライマーとプ
ローブを用い，TGEV及び PRVAについては新たにプ
ライマーとプローブを設計した．反応条件は4種のウイ
ルスとも42℃ 300秒，95℃ 10秒の RT反応後，95℃ 5
秒，60℃ 34秒を40サイクルで実施した．
（1）各ウイルスに対する増幅領域を含む合成DNAの10
倍段階希釈液を用いて qPCRの検出感度を検証した．

（2）分離ウイルスまたはウイルス陽性糞便由来 RNAの
10倍段階希釈液を用い，各ウイルスに対する qPCR
の検出感度を既報の RT︲PCRと比較した．

は　じ　め　に

感染性の下痢症は，免疫能力が未熟な生後1カ月齢以
内の子牛で発生率が高く重篤化しやすい．牛は胎子期に
子牛への抗体の移行がなく，出生後の初乳摂取により抗
体が腸管から血中へ移行するため，新生子牛の疾病予防
には適切な初乳の投与による受動免疫が重要である．母
子免疫を含む受動免疫を利用した下痢症対策として，母
牛へのワクチン注射，凍結初乳の連続投与，代用初乳，
初乳サプリメントの利用などが行われているが，手間や

（3）野外材料への応用試験として，各ウイルス陽性材料
23検体及び陰性材料22検体を用いて qPCRを実施し
た．

結果及び考察

RT反応から結果の判定までに要した時間は約75分で
あった．
（1）合成 DNAを用いた qPCRの検出限界は PEDV，

TGEV，PDCoV，PRVAに対して，それぞれ 100，
10，10，10コピー/reactionと高い検出感度を示した．

（2）既報の RT︲PCRと比較した場合，qPCRは 1～
1000倍高い検出感度を示した．

（3）野外材料への応用試験では，各ウイルス陽性の23
検体中22検体で qPCR陽性となり，陰性の22検体に
ついては全て qPCR陰性で偽陽性反応は認められな
かった．今回開発した qPCRは下痢症関連ウイルスの
検出時間を大幅に減少させることができ，各ウイルス
に対する検出感度は高感度で既報の RT︲PCRと比較
しても同程度以上であった．野外症例では PEDVで1
検体のみ検出できなかったが，これら4種のウイルス
の関与が疑われる野外症例についても十分に応用可能
であることが示唆された．今後は野外症例での検体
数を増やし，その有用性を確認する予定である．

コストがかかるなどこれらの対策には実施を阻む要因が
それぞれ挙げられる．そこで IgYの利用を検討した．
IgYは鶏に牛の下痢を引き起こす病原体を抗原として注
射すると，鶏の体内に病原体に対する特異的な抗体が産
生され，この抗体は卵黄内に移行する．この卵を粉末に
して利用している．鶏は大量飼育が可能で飼育コストが
安いことから低コストで病原体に対する特異抗体を得る
ことができ，抗原を変えることにより様々な病原体にも
対応することができる．今回，様々な病原体に対する特
異抗体を含む IgYを代用初乳及び代用乳と同時に投与
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し，経口受動免疫による下痢症予防効果を検討したので
概要を報告する．

材 料 及 び 方 法

試験1（IgY体内動態調査）：出生後6時間以内の黒毛
和種子牛10頭に代用初乳と IgY含有製剤60gを投与し，
0～30日齢の間に1頭あたり3～4回，血液及び糞便を
採取し，血清中及び糞便中の IgY濃度を ELISA法にて
測定した．
試験2（IgY含有製剤の下痢症予防効果及び投与方法

の検討）：黒毛和種子牛を用い出生後6時間以内に代用
初乳と IgY含有製剤60gを同時投与した群（60g×1回
群：n＝10）と，出生後から IgY含有製剤を1日 2回 5g
ずつ6日間投与した群（5g×12回群：n＝5）の 2群と
出生後6時間以内に代用初乳と初乳乳清製剤を同時投与
した群（初乳乳清群：n＝4）を対照群として比較した．
生後5日以内，2w後，4w後に糞便採取，生後5日以内
に採血を実施した．採材時に糞便の状態を確認し，血清
は ELISA法による IgY濃度測定と抗体検査（クリプト
スポリジウム：P23 抗原），糞便は病原体の検出及び
ELISA法による IgY濃度測定と抗体検査（クリプトス
ポリジウム：P23抗原）を実施した．

結　　　　　果

試験1：血清中 IgYは生後18日齢まで，糞中 IgYは
生後10日齢まで検出された．
試験2：異常便の発生率は，2w後で60g×1回群は初

乳乳清群より有意に低値であった．これらの異常便から
はクリプトスポリジウム（CR）が検出された．2w後の
糞便中の CRの検出率でも，60g×1回群及び5g×12回
群ともに初乳乳清群より有意に低値であった．生後5日
以内の血清中 IgY濃度及び抗 P23抗体は，60g×1回群
が5g×12回群より高い値で検出され，逆に糞中ではと
もに5g×12回群が60g×1回群より高い値で検出され
た．

考　　　　　察

新生子牛において，出生直後に IgYを投与すると IgY

が血中に移行することが確認され，投与して10日後ま
で糞便中にも IgYが検出されたことから，牛の抗体であ
る IgGと同様に IgYが腸管内から血中に移行し，これ
らの一部が再度腸管内に分泌され，主として移行免疫に
より予防効果が得られると考えられた．投与方法の検討
では，60g×1回群は移行免疫を主体に感染防御に働い
ており，5g×12回群は，定期的に IgYを長期間投与す
ることにより，腸管内を IgYでコーティングし病原体の
中和や付着阻止に働き，移行抗体よりむしろ乳汁免疫の
効果により予防効果が得られると考えられた．初乳中の
抗体は，分娩後2～3日で急激に低下することから，こ
れに伴い乳汁免疫の効果も急激に低下する．定期的な
IgYの投与は，乳汁免疫を補強でき，下痢症予防に効果
的な投与方法であると考えられた．ただし，母子同居で
母牛に哺乳をさせている子牛に定期的に IgYを投与する
ことは現実的に難しく，出生直後に大量に IgYを投与し
移行免疫を補強する方法も下痢症予防の一つの手段とな
ると考えられた．今回の試験において異常便の原因病原
体は CRであった．IgY含有製剤は CRによる腸粘膜細
胞への付着侵入に関与するとされている共通糖タンパク
P23に対する抗体が含まれており，これが子牛の血清中
や糞便中にも検出されたことから，この抗体が CRの腸
粘膜細胞への付着侵入を阻害し，異常便を予防している
と考えられた．CRによる下痢症は，生後2週齢以内に
発症することが多く，ロタウイルスなど他の病原体と複
合感染し，重篤化すると著しい脱水と代謝性アシドーシ
スを引き起こす．現在のところ有効な治療薬あるいはワ
クチンが開発されていないことから，対応に苦慮する病
気であるが，今回の試験結果から，IgY経口投与による
受動免疫効果によってCR症を予防できる可能性が示唆
された．IgY含有製剤は様々な病原体に対する抗体を含
み，低コスト（初乳乳清製剤と比べて1/4～ 1/5）で，
経口投与という簡便な方法で免疫を付与できることか
ら，哺乳子牛における感染性下痢症予防に有用であると
考えられた．

〔参考〕平成27年度 日本産業動物獣医学会（中国地区）発表演題一覧
 荒木勇介（岡山県農業共済組合連合会生産獣医療支援センター ），他
5 黒毛和種子牛に発生した尿膜管遺残の4症例
 小野哲嗣（NOSAI山口西部地区

下関家畜診療所 ），他
6 ウシのMRI検査：子ウシ脳の断層図作成および頭

部疾患の生前診断
 檜山雅人（山口大学共同獣医学部），他
7 尿道破裂した育成牛への尿道縫合術とその後の経過
観察 郡司庸介（NOSAI鳥取家畜診療所本所），他

8 巨大食道症が認められたヤギの一例

1 一酪農家で多発したクリプトスポリジウムを主因と
する子牛下痢症の発生事例

 鈴木万祐子（島根県農業共済組合連合会 東部家畜診療所 ），他
2 鶏卵黄抗体（IgY）の経口受動免疫による下痢症予

防効果の検討
 水戸康明（岡山県農業共済組合連合会家畜課），他
3 搾乳牛における牛ロタウイルス病の発生事例
 迫田菜摘（広島県西部家畜保健衛生所），他
4 回腸に形成されたノカルジア性肉芽腫により腸重
積を起こした乳牛の一症例
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 和田紗也可（鳥取大学農学部共同獣医学科 獣医内科学 ），他
9 屈腱切断術を適応した屈曲性肢変形症の交雑種2症
例 森本　優（広島県農業共済組合  

府中家畜診療所福山分室），他
10 鳥取県で初めて発生した伝染性喉頭気管炎
 岡田綾子（鳥取県倉吉家畜保健衛生所），他
11 鳥インフルエンザ ELISA非特異反応に関する検討
 村田風夕子（山口県東部家畜保健衛生所）
12 豚の下痢症関連ウイルス4種を迅速かつ同時に検出

可能な TaqManワンステップリアルタイム RT︲
PCR法の開発

 増田恒幸（鳥取県倉吉家畜保健衛生所），他
13 と畜場出荷豚から分離された豚丹毒菌の性状解析
 田原鈴子（岡山県農林水産部畜産課）
14 子牛にみられた心外膜における先天性中皮腫の一症

例 石倉洋司（島根県東部農林振興センター 松江家畜衛生部 ），他
15 先天性胆道閉鎖症にて重度の黄疸を呈した子牛の一
症例 岩谷　裕（島根県農業共済組合連合会 

石見家畜診療所 ）
16 栄養状態の改善を目的とした哺乳仔牛に対する代用

乳給与量の検討
 玉川朋治（広島県農業共済組合 

家畜臨床研修所 ），他
17 高周波数の超音波画像診断装置を用いた牛卵胞の観
察 住友一馬（鳥取大学農学部共同獣医学科 獣医繁殖学 ），他

18 黒毛和種雌牛の血中セレン濃度と繁殖成績の関係
 山本直樹（島根県農業共済組合連合会 雲南家畜診療所 ），他
19 黒毛和種牛における分娩状況とその後の空胎期間に
ついての検討

 森田康広（岡山県農業共済組合連合会 
真庭家畜診療所 ）

20 子牛の屈腱短縮症に対する副蹄遠位靭帯の切断術
 原　知也（㈱益田大動物診療所・島根県），他
21 ホルスタイン種搾乳牛における未消化籾に起因する
第四胃食滞

 髙野彰文（島根県畜産技術センター），他
22 黒毛和種肥育牛の肥育後期における亜鉛給与の効果
 黒瀨智泰（広島県農業共済組合 北広

島家畜診療所廿日市分室 ），他

23 肋骨骨折により呼吸困難を呈したホルスタイン雌子
牛の一症例

 永見英利香（島根県農業共済組合連合会 出雲家畜診療所 ），他
24 白線病から波及した乳牛の末節骨骨髄炎に行った断
趾術についての検討

 大下克史（広島県農業共済組合 北広
島家畜診療所廿日市分室 ），他

25 脊柱管内にて分離腫と重複脊髄症を併発した一例
 小泉美智子（NOSAI山口西部地区

長門家畜診療所 ），他
26 ジャージー種乳用牛に発生したらせん菌の関与が疑
われた重度蹄骨炎の一症例

 堀　香織（広島県農業共済組合 
府中家畜診療所 ），他

27 脊髄形成異常の牛2症例
 原　陽子（島根県家畜病性鑑定室），他
28 管内における乳房炎分娩前診断の取組
 横内百合香（岡山県高梁家畜保健衛生所）
29 岡山県内酪農場における使用前敷料からの大腸菌群
の分離と乳房炎発生状況

 久田野歩（岡山県農業共済組合連合会 南部家畜診療所 ），他
30 Histophilus somniが分離された乳房炎の1症例
 大石大樹（山口県中部家畜保健衛生所），他
31 肉用子牛で発生した腸管外病原性大腸菌感染症
 佐野裕規（山口県北部家畜保健衛生所），他
32 糞便抽出液中の遺伝子量の異なるヨーネ病患畜2頭
の病性鑑定事例

 坂本洋一（島根県家畜病性鑑定室），他
33 初産の牛ヨーネ病患畜に認められた大量排菌事例
 定森淑子（岡山県津山家畜保健衛生所），他
34 岡山県初の豚流行性下痢（PED）の発生とその清
浄化 越智春陽（岡山県津山家畜保健衛生所）

35 広島県内で飼育された牛が保有する牛白血病ウイル
スの tax遺伝子に関する検討

 清水　和（広島県西部家畜保健衛生所），他
36 肉用牛繁殖農場での牛白血病清浄化に向けた取組
 守屋吉英（岡山県高梁家畜保健衛生所）
37 黒毛和種肉用牛におけるレプトスピラ症の浸潤状況
と対策 石井敏治（全農広島）
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小地区─10

皮 膚 生 検 と 遺 伝 子 解 析 に よ り ラ フ ォ ラ 病 と 

生 前 診 断 さ れ た チ ワ ワ の 1 例
田村慎司 1），田村由美子 1），小田まゆみ 2），呰上大吾 3）

1）たむら動物病院・広島県，2）おだ動物病院， 
3）日本獣医生命科学大学 獣医学部 獣医保健看護学科 臨床部門

［日 本 小 動 物 獣 医 学 会］

は　じ　め　に

ヒトのラフォラ病は進行性の神経変性を特徴とする常
染色体劣性遺伝性疾患であり，7～ 18歳で発症し，ミ
オクロニー発作（単一の筋または筋肉群で瞬間的な衝撃
様の筋収縮が生じるてんかん発作）を含むてんかん発
作，知的障害，小脳失調を呈し数年で寝たきりとなる．
病態としては，糖鎖構造の変化したポリグルコサン（グ
リコーゲン）が脳や諸臓器に蓄積しラフォラ小体を形成
する．疾患関連遺伝子としてグリコーゲン代謝に関連す
る Laforin，Malinと呼ばれる蛋白をそれぞれコードす
る Epm2a，Epm2b遺伝子が同定されており，症例の9
割以上がこれらの一方の突然変異によってグリコーゲン
代謝調節に異常が生じる．一方，犬のラフォラ病は非常
に稀であり，主に中齢で発症するミオクロニー発作を主
徴とし，最終的に難治性のてんかん発作へと進行する．
家族性発症するミニチュアワイヤーヘアードダックスフ
ンドとウエルシュコーギーでは Epm2b遺伝子の重複変
異が同定されており，国内にも前者のコロニーが存在す
る．人，犬ともにラフォラ病を発症していることの確定
診断には脳，肝臓，皮膚（特に肉球，乳頭周囲），筋な
どに形成されるラフォラ小体を組織学的に証明すること
が必要であるが，神経組織以外では検出率が低いとされ
ている．これまで確定診断された犬が11例報告されて
いるが，8例が剖検，3例が生検によるものであった．
治療には人でのものを参考に抗てんかん薬としてゾニサ
ミド，フェノバルビタールが，抗ミオクローヌス薬とし
てピラセタムが用いられ，発作を誘引する外部刺激を遮
断する工夫も必要と考えられている．予後に関しては症
例数が少ないために致死的かどうかも含めて不明であ
る．今回我々は，頻回のミオクロニー発作を呈するチワ
ワに遭遇し，遺伝子解析及び皮膚生検によりラフォラ病
と生前診断したので報告する．

症　　　　　例

7歳齢，雌のチワワで，1年前から始まった音や急に
触られることに対して敏感でひどい場合にはのけぞって
倒れるという症状の悪化を主訴に紹介来院した．身体検

査，神経学的検査では聴覚・触覚誘発性のミオクロニー
発作，右前後肢と左後肢の姿勢反応の低下が認められた
が，血液，生化学検査では特に異常は認められなかった．
MRI検査では脳に異常は認められなかった．ミオクロ
ニー発作を呈する可能性のある脳奇形，脳炎，脳腫瘍な
どの構造的てんかん及び，低血糖，腎性脳症などの代謝
性てんかんが除外されたためラフォラ病を疑い，症例の
血液からゲノムDNAを抽出し，犬で変異が報告されて
いる Epm2b遺伝子の増幅及び塩基配列解析を行ったと
ころ，D配列の16回及び17回繰り返し配列が検出され
た．ラフォラ病との暫定診断でゾニサミドによる治療を
開始したところ，ミオクロニー発作の頻度は減少した．
また，初診から13カ月後に発症した子宮蓄膿症の手術
時に乳頭周囲の皮膚をバイオプシーし，病理組織学的に
解析した．その結果，立毛筋，汗腺上皮，乳腺上皮など
に PAS陽性，抗ラフォラ小体抗体陽性のラフォラ小体
が検出され，本症例はラフォラ病と確定診断された．治
療開始から4年が経過した現在，本症例において明らか
な臨床症状の悪化・進行は認められていない．

考　　　　　察

チワワにおけるラフォラ病はこれまで報告が無く，本
症例は世界で初めて診断された症例である．本疾患は，
遺伝子解析と皮膚生検を用いることで効率的に生前診断
することが可能と考えられた．発症が6歳と遺伝性疾患
としては一見遅めであるが，これは変性性疾患（先天代
謝異常症）の一部ではしばしば認められる特徴であり，
発症年齢から遺伝性疾患を除外しないよう注意が必要で
ある．遺伝性疾患であるため，繁殖のコントロールが発
生予防となるが，中齢で発症する遺伝性疾患であるとい
う特徴をブリーダーに理解してもらうことが，不信感を
もたれることなく協力を得るためには特に重要である．
今回，国内でチワワにおいても本疾患が発生しているこ
とが明らかになり，他にも症例やキャリアが存在してい
る可能性が高く，疑わしい症例については積極的な検査
が望ましいと考えられた．今後は，血統書を元にした家
系調査や症例の長期予後の追跡をしていく予定である．
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小地区─15

イ ン ス リ ン 様 成 長 因 子 の 関 与 が 疑 わ れ た 

非 膵 島 細 胞 腫 瘍 性 低 血 糖 症 の 犬 の 1 例
衛藤翔太郎 1），谷　健二 1），原口友也 2），西川晋平 2），板本和仁 2）， 

檜山雅人 1），井芹俊恵 3），伊藤良樹 3），中市統三 3），田浦保穂 1）

1）山口大学獣医外科学分野，2）山口大学獣医伴侶動物医療分野 
3）山口大学獣医放射線学分野

は　じ　め　に

腫瘍随伴性低血糖症は，インスリノーマによる低血糖
症とインスリノーマ以外の腫瘍による低血糖症に分類さ
れる．後者は非膵島細胞腫瘍性低血糖症と呼ばれ，その
病因にはインスリン様成長因子（以下，IGF）の関与が
示唆されている．獣医療では血中 IGF︲Ⅱ濃度の上昇が
認められた非膵島細胞腫瘍性低血糖症の犬が1例のみ報
告されており，その機序は非膵島細胞腫瘍から IGF︲Ⅱ
が過剰分泌され，インスリン受容体に作動することで低
血糖症が引き起こされると理解されている．臨床上，腫
瘍の摘出によって低血糖症は改善することが知られてい
るが，IGFの関与を考察した追加研究は全くなされてい
ない．今回，肝細胞癌の外科的切除によって低血糖症が
改善した犬に遭遇し，IGFの関与について検討したとこ
ろ，血中 IGF︲Ⅱ濃度はむしろ低値を示し，過去の報告
では説明できない病態機序が存在する可能性が示唆され
た．非膵島細胞腫瘍性低血糖症犬における病態機序及び
診断について若干の知見が得られたので，その概要を報
告する．

症　　　　　例

チワワ，9歳齢，去勢雄．肝腫瘤及び低血糖発作が認
められ，精査及び治療を目的として山口大学動物医療セ
ンターに紹介来院した．紹介元の動物病院では血中イン
スリン濃度は低値を示した．当医療センター受診前に飼
い主には頻回の給餌を指示し，血糖管理を行うことで，
麻酔下検査前の絶食時間を可能な限り短縮したが，初診
来院時には低血糖が原因と思われる発作が認められた．
直ちに20％グルコースをボーラス投与及び5％糖加酢酸
リンゲル液の静脈点滴による糖補正を行ったところ，症
状の改善が認められたため，血糖値のモニターを開始
し，各種検査を実施した．麻酔下 X線CT検査では内側
右葉に孤立性の腫瘤病変が認められ，動脈相で腫瘤病変
部の造影効果が認められた．また同日の血清αフェトプ
ロテイン（AFP）は635ng/mlであった．腫瘤病変は肝
細胞腫瘍であり，低血糖は腫瘍随伴性であると仮診断さ
れた．早期の低血糖性発作の改善及び肝臓腫瘤の摘出を
目的とした開腹術を計画した．

治 療 と 経 過

検査終了後は入院管理とし，頻回の給餌と糖質輸液に
よる血糖コントロールを試みたが，完全な血糖管理は困
難であった．第2病日の開腹手術では，腫瘤病変と正常
肝の境界部が胆囊に隣接していたため，胆囊を摘出し，
内側右葉の胆囊床を露出した後，腫瘤病変を摘出した．
また膵臓には肉眼的な腫瘤病変が認められず，低血糖時
のインスリン濃度は低値であったことから，インスリ
ノーマの存在は否定された．摘出した肝腫瘤の病理組織
学的診断は高分化型肝細胞癌であった．術後の血糖値は
213ng/dlと高値を示したため，糖質輸液から普通輸液
に変更したが，その後は低血糖に陥ることなく改善が認
められ，第17病日に退院した．犬特異的 IGF︲Ⅰ及び
IGF︲ⅡELISAを用いて血中の IGF濃度を測定したとこ
ろ，手術前の血中 IGF︲Ⅱ濃度は112ng/mlであり正常
犬に比べてむしろ低下していており，術後1週間では微
減していた．同 IGF︲Ⅰは 2.2ng/mlと顕著な低値を示
し，術後は20ng/mlに増加していた．

考　　　　　察

本症例では肝細胞癌の摘出によって制御困難な低血糖
が術後直ちに改善したため，非膵島細胞腫瘍性低血糖症
であったと考えられたが，術前の血中 IGF︲Ⅱ濃度は健
常犬よりむしろ低値を示した．これは血中 IGF︲Ⅱ濃度
の上昇が非膵島細胞腫瘍性低血糖症の原因であるという
過去の報告とは異なる結果であった．人医では，非膵島
細胞腫瘍性低血糖症における血中 IGF︲Ⅱ濃度はむしろ
低値か正常値が多く，一方で血中 IGF︲Ⅰ濃度は著しく
低値を示すとされている．そのため，血中 IGF︲Ⅱ/
IGF︲Ⅰ比の顕著な増加がその診断に有用であるとされ
ている．本症例において，術前の血中 IGF︲Ⅱ/IGF︲Ⅰ
比は50.9と著しい上昇を認めたが，腫瘍摘出により4.1
まで低下したことから，獣医療においても血中 IGF︲Ⅱ/
IGF︲Ⅰ比は非膵島細胞腫瘍性低血糖症の診断に有用で
ある可能性が示唆された．また，本症例のように血中
IGF︲Ⅱ濃度の上昇を伴わない原因として，人医では高
分子 IGF︲Ⅱのような IGF︲Ⅱの質的な変化や IGF結合
蛋白の異常，成長ホルモンなどの関与が考えられてお
り，本症例における血中 IGF︲Ⅱ濃度が上昇しなかった
原因についても現在追加検討中である．
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小地区─20

猫のコクシジウム症に対するトルトラズリルの有効性
廣瀬　快，高島一昭，山根　剛，山根義久

公財動物臨床医学研究所

は　じ　め　に

コクシジウム類は一般的に宿主特異性がきわめて高
く，1種の固有宿主に感染して発育環を完成する．犬・
猫など肉食動物のコクシジウムは Isospora属に属して
いる．コクシジウム類は胃腸疾患を起こし，下痢，体重
減少，ときには嘔吐が認められる．濃厚感染では衰弱に
陥り，斃死に至る場合もある．猫に寄生するものは Isos-
pora felisや Isospora rivoltaが一般的である．トルト
ラズリルは，トリアジントリオン誘導体に属する化合物
で，コクシジウム症の予防及び治療のための抗コクシジ
ウム薬として，日本では牛及び豚用が販売され用いられ
ている．コクシジウムの無性生殖期にしか効果を発揮し
ないサルファ剤と異なり，無性生殖期，有性生殖期とも
に効果を発揮するため，より高い駆虫力に期待されてい
る．

目　　　　　的

猫のコクシジウム症に対してトルトラズリル（豚用バ
イコックス）を用いて治療を行い，その有効性を検討す
ること．

方　　　　　法

公益財団法人動物臨床医学研究所の附属施設である人
と動物の未来センターアミティエに保護され，コクシジ
ウム症と診断した幼猫15頭（平均年齢2カ月齢，平均
体重1.0kg），成猫4頭（平均年齢3歳9カ月齢，平均体
重4.3kg）の計19頭に，トルトラズリル（豚用バイコッ
クス）を以下の1）～3）の用量用法で各々経口投与した．
1）30mg/kg 単回投与，2）30mg/kg 2日連続投与，3）
30mg/kg 3日連続投与 /週の2週間．また，猫には定
期的にシャンプーを行い，ケージ及び飼育部屋の消毒も
行った．オーシストの検出は，各個体の直腸内から採便
棒を用いて糞便を採取し，直接法または浮遊法を用いて
糞便検査にて行った．オーシストが確認されなくなり，
トルトラズリル投与10日目以後も引き続きオーシスト
が確認されないことを以て駆虫が行えたものとした．有
意差判定にはピアソンのカイ二乗検定を使用した．

結　　　　　果

30mg/kg 単回投与の症例数は3頭（幼猫2頭，成猫

1頭）で，投与5日目で3頭全てにおいてオーシストの
排出が認められなくなった．しかしながら，投与7日目
に1頭，投与10日目にもう1頭の計2頭に再発が認め
られた．駆虫率は33.3％であった．30mg/kg 2日連続
投与の症例数は12頭（単回投与での再発症例1頭を含
む幼猫11頭，単回投与での再発症例の成猫1頭）で，
投与1日目に1頭にオーシストの排出が認められなく
なった．その後，徐々にオーシストの排出が認められな
い個体が増加し，投与7日目で12頭全個体においてオー
シストの排出が認められなくなった．しかしながら，投
与16日目に2頭に再発が認められた．駆虫率は83.3％
であった．トルトラズリル投与前に1頭が軟便を呈して
いたが，投与2日目には改善が認められた．また，投与
2日目に1頭，投与4日目にもう1頭の計2頭が血尿を
呈したが，いずれも対症療法で改善した．30mg/kg 3
日連続投与 /週の2週間の症例は8頭（2日連続投与で
の再発症例2頭を含む幼猫5頭，成猫3頭）で，投与1
日目に2頭にオーシストの排出が認められなくなった．
投与3日目には計5頭にオーシストの排出が認められな
くなり，9日目に8頭全個体においてオーシストの排出
が認められなくなった．投与13日目及び投与17日目の
糞便検査にてオーシストの排出は認められず，駆虫率は
100％であった．また，単回投与と3日連続投与 /週の
2週間で駆虫率に有意差が認められた．

考　　　　　察

今回，30mg/kgの単回であってもトルトラズリルを
投与した全個体において投与後1～9日で一時的にオー
シストが検出されなくなり，初回投与での駆虫率は
100％であった．これにより，コクシジウムに対するト
ルトラズリルの高い有効性が確認された．しかしなが
ら，単回投与では投与7日目及び10日目に，2日連続
投与では投与16日目に再発が認められた．今回再発の
認められた4頭中3頭が投与10日目以降に再発が認め
られており，猫においてトルトラズリルの治療及びオー
シスト排泄の予防効果が持続するのは10日前後と考え
られた．トルトラズリルを使用した猫のコクシジウム症
治療において2～3日の連日投与及びトルトラズリルの
効果が認められなくなるだろう投与10日目以前に再投
薬を行うことが重要であると考えられた．
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小地区─22

緑 内 障 犬 に 対 す る 塩 酸 ジ ル チ ア ゼ ム の 

視 覚 維 持 期 間 の 延 長 効 果 に 関 す る 研 究
瀧本良幸，保永悠介，小松紘之，秋山紘平

タキモト動物病院・眼科サービス・岡山県

は　じ　め　に

緑内障性視神経症（glaucomatous optic neuropa-
thy；以下，GON）は高い眼圧によって進行し，緑内障
において失明の主たる原因となる恐ろしい病態である．
犬の緑内障の治療は上昇した眼圧を正常眼圧に下げるこ
とが主な目標となり，GONに対する直接的な治療はほ
とんど行われていないのが現状である．その理由の一つ
に，GONを防ぐための治療薬の候補は多く存在してい
るものの臨床研究についての報告がないことが考えられ
る．今回，演者らはカルシウムチャネル遮断薬の一つで
ある塩酸ジルチアゼム（DC）に視神経乳頭の血行障害
及びグルタミン酸興奮毒性を減少させる可能性があるこ
とに注目し，眼圧を正常に維持できなかった緑内障の犬
にDCを経口投与した場合に，視覚を維持できる期間が
延長するかどうか検討を行った．

材 料 及 び 方 法

DCはヘルベッサー30mg錠®を1mg/kgの用量で1
日2回経口投与した．一般眼科検査から緑内障と診断し，
Tono︲Vetで測定した眼圧が35mmHg以下に下がらな
い症例を対象とした．視覚の有無の判定は，院内での威
嚇まばたき反応及び綿球落下試験の結果を基本とし，飼
い主の稟告と併せて行い，視覚が確認できた診察日ま
でを視覚維持期間と定めた．研究1では，他に薬剤を内
服していない緑内障の犬15頭（雌9頭，雄6頭，平均8.6
歳齢）にDCを投与し，投与前と投与14～ 28日後に非
観血的血圧測定を行い，前後の測定値を比較するととも
にDC投与による有害事象の有無を調査した．研究2で
は，2000～ 2009年の医療記録から，眼圧の正常化が困
難になった視覚のある緑内障犬93頭（雌48頭，雄45頭，
平均8.3歳齢）の視覚喪失までの期間を回顧的に調査し，
DCが投与されていた群（52頭）と投与されていなかっ
た群（41頭）に分けて視覚維持期間の比較を行った．
研究3では，2009～ 2014年に当院に来院し，積極的な
眼圧正常化のための治療を希望されなかった緑内障犬
21頭（雌 11頭，雄 10頭，平均 7.1 歳齢）を無作為に
DC投与群（13頭）と非投与群（8頭）に分けて視覚維
持期間を前向きに調査し，両群間の比較を行った．

成　　　　　績

研究1ではDCの投与前後で収縮期，拡張期及び平均

血圧に有意な変化は見られず（P＞0.05，対応のある t
検定）副作用と思われる症状は観察されなかった．研究
2ではDC投与の有無にかかわらず半数以上の症例が短
期間に視覚を失う傾向が見られたものの，視覚維持期間
の中央値はDC投与群が14日に対し，非投与群が7日
であった．また，DC投与群には長期視覚を有する個体
が存在したため視覚維持期間は有意に延長し（P＜0.05，
ログランク検定），DC投与によって相対失明率は約1/2
に減少した．研究3でも同様の傾向が見られ，視覚維持
期間の中央値はDC投与群が9日に対し，非投与群が4
日であった．DC投与群には長期視覚を有する個体が存
在したため視覚維持期間は有意に延長し，DC投与に
よって相対失明率は約1/2に減少した．

考　　　　　察

研究1では高齢の犬を対象にDCの投与を実施したが，
血圧低下などの臨床上の有害事象は認められず，安全に
使用できると考えられた．研究2及び3の結果からは，
DCには高眼圧状態にある眼の視覚が失われるまでの期
間を延長させる臨床上の有効性が推測された．著しい高
眼圧を呈する緑内障においてはGONによる視覚障害が
極めて短時間のうちに進行し，一旦視覚が失われると眼
圧が正常化されても視覚が回復することは少ない．その
ため，臨床の現場では一日でも長く視覚を温存できるこ
とは，それだけ外科的治療をはじめ治療可能な期間を延
長することができるため非常に重要である．また，DC
は高眼圧状態の症例に利用できるばかりでなく，正常眼
圧であっても高眼圧のスパイクが予想される原発性閉塞
隅角緑内障・間欠期の症例にも利用できるのではないか
と考えている．緑内障の犬において，眼圧の高さやその
推移には個体差が大きく，眼圧の正常化に用いられる薬
剤も一定ではないため，臨床研究には様々なバイアスが
かかることが懸念される．研究2においてはDC投与期
間も眼圧を正常化させるための点眼を継続しており，そ
の影響は否定できない．また，研究3では，バイアスを
できるだけ小さくする目的で高眼圧が持続する犬だけを
対象にDCの効果を確認したが，この研究でも緑内障の
原因，発症してからの期間，治療前の視神経の状態，犬
種などの条件を一定にすることはできていない．これは
緑内障の臨床研究の限界と思われた．
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〔参考〕平成27年度 日本小動物獣医学会（中国地区）発表演題一覧

〔第1会場〕
1 メデトミジンおよびキシラジンが誘発するネコの涙
液量減少 神田鉄平（倉敷芸術科学大学 動物

薬物治療看護学研究室 ），他
2 眼表面の環境改善に主眼を置いた角膜障害に対する
治療経験 伊藤典彦（鳥取大学農学部共同獣医学科 獣医外科学 ），他

3 防腐剤含有点眼薬のイヌ角膜上皮細胞に対する毒性
評価 黒田晃平（鳥取大学農学部共同獣医学科 獣医外科学 ），他

4 マイトマイシン C点眼で治療を行ったイヌの角膜
扁平上皮癌（疑い）の2症例

 上岡尚民（うえおか動物病院・広島県），他
5 保存角膜を用いて切除部を補填した輪部メラノサイ
トーマの犬の1例

 岩崎大樹（山口大学共同獣医学部），他
6 光干渉断層計（OCT）を用いて行った正常犬の網

膜組織像解析
 秋山紘平（タキモト動物病院・岡山県），他
7 緑内障犬に対する塩酸ジルチアゼムの視覚維持期間
の延長効果に関する研究

 瀧本良幸（タキモト動物病院・岡山県），他
8 犬の聴覚障害に関する飼い主の認識調査について
 田丸政男（広島都市学園大学  

健康科学部看護学科），他
9 犬の聴覚スクリーニング検査の音源と実施方法の検
討について 田丸政男（広島都市学園大学  

健康科学部看護学科），他
10 皮膚生検と遺伝子解析によりラフォラ病と生前診断
されたチワワの1例

 田村慎司（たむら動物病院・広島県），他
11 ナビゲーションガイド下で VPシャント術を試みた
犬1例 柄　武志（鳥取大学農学部共同獣医学科 獣医外科学 ），他

12 環軸関節不安定症に対して超高分子量ポリエチレン
テープによる制動術を行った犬2例

 大﨑智弘（鳥取大学農学部共同獣医学科 獣医外科学 ），他
13 ウォブラー症候群の外科的治療後に理学療法を行っ
たイヌの一例

 前島さおり（やさか動物病院・岡山県），他
14 同時多発性骨盤骨折に対してロングボルトと大腿骨
骨頭切除術の併用によりQOLの改善を図った犬の
3例 松川拓哉（まつかわ動物病院・岡山県），他

15 Plate︲Rod固定法において癒合不全を引き起こした
猫の大腿骨粉砕骨折の1例

 櫻田　晃（さくらだ動物病院・広島県），他
16 骨盤領域に発生した脂肪肉腫のイヌの一例
 中川雄太（岡山動物がんセンター 

三宅動物病院・岡山県），他
17 骨盤腔内軟骨肉腫に対し，焼灼療法を中心とした多

角的療法にて維持している犬1例
 山下真路（鳥取大学農学部共同獣医学科 獣医外科学 ），他
18 腹部に発生した巨大脂肪腫のCT検査が診断治療に

有用であった3症例
 谷浦督規（谷浦動物病院・広島県），他
19 イブプロフェン製剤を誤食後，胃排泄遅延を伴う嘔
吐が継続する犬に幽門形成術を行い改善が認められ
た1例 山下陽平（小出動物病院・岡山県），他

20 広島夜間救急動物病院における胃拡張捻転症候群
（GDV）の検討

 幸　辰憲（広島夜間救急動物病院・広島県），他
21 上部尿路奇形に起因して発症したと思われる水腎症
の若齢猫1例

 村端悠介（鳥取大学農学部共同獣医学科 獣医外科学 ），他
22 尿管ステント設置困難な片側腎のネコに対し SUB 

systemを設置した1例
 甲斐みちの（やさか動物病院・岡山県），他
23 術前の経皮的尿管ステントの設置が有用であった水
腎症の犬の1例

 埇田聖也（山口大学共同獣医学部），他
24 猫の尿管閉塞に SUB systemを使用した1例
 平井信介（ひらい動物病院・岡山県），他
25 多発性囊胞腎を伴った落葉状天疱瘡疑いの猫の1例
 毛利　崇（もうり動物病院・島根県）
26 化学物質アレルギーが疑われた猫の3例
 黒川大介（平野動物病院・広島県），他
27 炎症性腸疾患と診断した犬の13例
 浅野　舞（そのだ動物病院・広島県），他
28 少量のネギ，タマネギを誤食した犬・猫の3例
 野中雄一（のなか動物病院・島根県）
29 凝集型 IMHAとNRIMA，IMTPを併発した犬の1
例 西森大洋（山陽動物医療センター・岡山県），他

30 形質細胞性腫瘍と high gradeリンパ腫の2つの腫
瘍の特徴を呈した犬の1例

 諏訪晃久（山陽動物医療センター・岡山県），他
31 精子無力症および奇形精子症を示す犬の1例
 清水比紗子（鳥取大学農学部共同獣医学科 獣医繁殖学 ），他
32 広島土砂災害でのペット救護の現状とその課題
 園田康広（そのだ動物病院・広島県），他

〔第2会場〕
33 犬の乳腺腫瘍や子宮蓄膿症での摘出卵巣子宮におけ
る病理組織検査の必要性の調査

 白永伸行（シラナガ動物病院・山口県），他
34 猫のコクシジウム症に対するトルトラズリルの有効
性 廣瀬　快（公財動物臨床医学研究所・鳥取県 ），他

35 犬におけるオルビフロキサシンのUrinar y bacteri-
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cidal titer及び尿中最小殺菌濃度の測定
 清水　恵（鳥取大学農学部共同獣医学科 獣医内科学 ），他
36 犬の歯科 X線撮影における口外法の検討
 山木誠也（アミカペットクリニック・山口県），他
37 3Dプリンターを用いた術前検討後，上顎骨尾側片
側切除術を行った犬2例

 梅内　薫（鳥取大学農学部共同獣医学科 獣医外科学 ），他
38 部分上顎骨切除術に化学療法を併用した犬の口腔扁
平上皮癌の一例

 宮下勝幸（みやした動物病院・広島県），他
39 多数歯に吸収病巣と歯周炎を認めた猫の一例
 中西　淳（なかにし動物病院・岡山県），他
40 双茎弁スライド法と自家遊離頰粘膜弁移植を併用し
た二次性口蓋裂の犬の1例

 左　享祐（山口大学共同獣医学部），他
41 口腔鼻腔瘻の犬53例と重度歯周病の犬100例の比
較検討

 小川祐生（アミカペットクリニック・山口県），他
42 口腔内に発生した犬のメラノーマに対する治療およ
び臨床学的検討

 久保田裕子（岡山動物がんセンター 
三宅動物病院・岡山県），他

43 温熱療法と放射線療法を併用して治療した口腔内腫
瘍の犬の3例

 小坂周平（山口大学共同獣医学部），他
44 腹腔内の血管肉腫摘出後，ドキソルビシンを投与し
たイヌの4例

 新田直正（ファミー動物病院・山口県），他
45 凍結治療器を用いたがん治療の小動物臨床への応用
 東　和生（鳥取大学農学部共同獣医学科 獣医外科学 ），他
46 減容積手術と放射線療法を行った glioma疑いの犬
の1例

 藤岡　透（倉敷動物医療センター アイビー
動物クリニック・岡山県 ），他

47 術後カルボプラチン投与をおこなったメルケル細胞
腫の猫の1例

 武波美早（倉敷動物医療センター アイビー
動物クリニック・岡山県 ），他

48 インスリノーマの猫の1症例
 大林太郎（山口大学共同獣医学部），他
49 インスリン様成長因子の関与が疑われた非膵島細胞

腫瘍性低血糖症の犬の1例
 衛藤翔太郎（山口大学共同獣医学部），他
50 全身性高血圧症を伴う副腎腫瘍の犬1例
 原田和記（鳥取大学農学部共同獣医学科 獣医内科学 ），他
51 副腎腫瘍摘出術を行った犬19例の回顧的研究
 長田奈緒（山口大学共同獣医学部），他
52 腹腔鏡下副腎摘出術を実施した犬の2例
 松木秀多（山口大学共同獣医学部），他
53 放射線療法で寛解した気管リンパ腫の猫の一例
 木村綾菜（山口大学共同獣医学部），他
54 肺葉捻転の疑われた犬の2症例
 今川将敬（山口大学共同獣医学部），他
55 腹膜心膜横隔膜ヘルニアに対して外科的整復を行っ
た猫の一例

 川上　正（かわかみ動物病院・広島県），他
56 肝葉の膜性化が認められた腹膜心膜横隔膜ヘルニア
の猫の1例

 大黒屋　勉（みさお動物病院・山口県），他
57 肺水腫改善の数日後にアイゼンメンジャー化した動
脈管開存症（PDA）の1例

 荒蒔義隆（ベイ動物病院・広島県），他
58 大動脈─肺動脈間の動静脈瘻を認めた犬の1例
 山路　健（備後ペットクリニック・広島県），他
59 右室二腔症を伴う複合心奇形の開心術後の再狭窄に
対しバルーン拡大術を行った犬の1例

 髙島一昭（公財動物臨床医学研究所・鳥取県 ），他
60 心内膜炎を原因とした後大動脈塞栓症の猫の1例
 藤原　彬（シラナガ動物病院・山口県），他
61 健康犬の心エコー循環パラメータに及ぼすプラバス
タチンとエプレレノン併用投与の影響

 有田申二（有田綜合動物病院・広島県），他
62 ミニブタの右前肢に発生した扁平上皮癌に対する断
趾術の一症例

 菅　里美（福山市立動物園・広島県），他
63 多剤併用抗てんかん療法を実施した外傷性てんかん
のコモンリスザルの1例

 毛利　崇（もうり動物病院・島根県）
64 Wobbly Hedgehog Syndromeが疑われたヨツユビ

ハリネズミの5例
 秋田征豪（はちペットクリニック・広島県），他
65 副腎皮質腺癌を併発した巨大食道症のフェレットの
1例 塚根美穂（アスリー動物病院・島根県），他
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は　じ　め　に

当所では，施設立入の際，必要に応じて，ATPふき
取り検査（以下，「ATP検査」とする．）を活用し，調
理器具等の衛生管理が適切に行われているか確認してい
る．その中で，ATP検査を実施した多くの施設内で使
用されているアルコール等が入っている消毒用スプレー
容器（以下，「スプレー容器」とする．）の外側において
高い値が測定された．消毒用スプレーは人の手がよく触
れるものであり，手洗い後等，高い衛生度が要求される
場面で使用されることが多く，適切な衛生管理が望まれ
るが，定期的な洗浄等も行われていないことがほとんど
であった．今回，管内の保育所に対してスプレー容器の
衛生管理についてのアンケート調査及び ATP検査によ
るスプレー容器の洗浄方法の検討実験を行い，使用方法
の検討を行ったので報告する．

方　　　　　法

平成27年 1月において，管内の保育所39施設に対し
て郵送によるアンケート調査を実施した．また，野菜
ジュースを汚染液として，「ルシパック Pen」及び「ル
ミテスター PD20」（ともにキッコーマンバイオケミファ
㈱）を用いた ATP検査によるスプレー容器の洗浄方法

の検討実験を実施した．

結　　　　　果

保育所におけるアンケート調査において，スプレー容
器の外側を定期的に洗浄等実施している施設は79％と
多かったが，汚染・非汚染区域用等の区別をしている施
設は28％のみであり，塩素消毒のみしか実施していな
い施設が41％と多く，管理方法としては不十分だった．
また，洗浄方法の検討実験においては，中性洗剤で洗浄
後，次亜塩素酸Naで消毒するのが最も効果的だった．

考　　　　　察

多くの保育所において，スプレー容器の管理方法が不
十分であり，スプレー容器を介して汚染が広がる可能性
が示唆された．しかし，消毒用スプレーは作業中に手が
触れ，汚染されていくため，ドアノブや取っ手のように
汚染されているものとして扱う方が合理的であると考え
られる．例えば，スプレー容器のトリガー部分をペー
パータオルで覆い使用する方法，消毒用スプレーを複数
用意し，作業ごとに使い分ける方法等が考えられた．今
後は，施設監視等において，スプレー容器を介して汚染
が拡がる可能性や適切な管理及び使用方法について助
言，指導を行い，衛生管理の向上を図っていきたい．

［日 本 獣 医 公 衆 衛 生 学 会］

公地区─8

消 毒 用 ス プ レ ー 容 器 の 衛 生 管 理
昌子暢賢 1），永井　元 2），柳楽大気 1），曵野哲也 3）

1）島根県浜田保健所，2）島根県益田保健所，3）島根県松江保健所

公地区─10

スタンプ標本を用いた牛白血病の迅速診断について
末永昌美 1），木下友里恵 2），後藤孝一 1），古谷敦宏 1），松清みどり 1）

1）山口県岩国健康福祉センタ－，2）山口県長門健康福祉センター

は　じ　め　に

牛白血病は，と畜検査において発見される腫瘍のうち
で最も多く認められる．家畜伝染病予防法において届出
伝染病に規定されており，と畜場法において全部廃棄の
対象疾病である．一般的に診断は，生体所見，血液所見，
肉眼所見に加えて，パラフィン切片作製法による病理組
織検査が行われる．近年では，牛白血病ウイルス（BLV）
抗体価の測定，牛白血病プロウイルス特異遺伝子の検
出，凍結切片作製法による病理組織検査及び免疫組織化
学（以下，免疫）染色等も行われている．当所では牛白

血病の確定診断として，パラフィン切片作製法による免
疫染色を行っているが，判定するまでに日数を要する．
今回，牛白血病の迅速診断を行うにあたり，スタンプ標
本を用いた免疫染色プロトコールについて検討したとこ
ろ，良好な結果が得られたので報告する．

材 料 及 び 方 法

検体：平成26年 8月 25日に正常畜（黒毛和種，29カ
月齢，雌）として搬入された．生体検査では異常を認め
ず，解体後検査において心臓及び腎臓に腫瘤が認められ
た．この心臓腫瘤及び腎臓腫瘤を検体とした．
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公地区─12

本邦で初めて分離されたヒトアデノウイルス57型（HAdV57）
辰己智香 1），飯塚節子 1），和田美江子 2），三田哲朗 1），花岡　希 3），藤本嗣人 3）

1）島根県保健環境科学研究所，2）島根県健康福祉部薬事衛生課 
3）国立感染症研究所情報センター第 4 室

は　じ　め　に

HAdV57はアゼルバイジャン，ロシア，中国での分
離報告はあるが，このほかの国での報告はいまだない．
2014年 6月島根県松江市においてアデノウイルス感
染症（気管支炎）と診断された患者から本邦で初めて
HAdV57が分離された．また島根県における過去の検

スタンプ法：スタンプ標本は検体を 1cm角に切り
取った後，表面を軽くふき取り，スライドグラス（APS
コート：松浪硝子工業）へ押し付けて作製した．作製し
たスタンプ標本は風乾後，ヘマカラー染色（メルク・
ジャパン）及びスタンプ法による免疫染色を行った．免
疫染色の固定液として，100％メタノール，95％エタ
ノール，10％ホルマリン及び100％アセトンについて検
討した．ブロッキング処理では，3％H2O2 加メタノール
及び3％H2O2 加水について検討した．第一抗体はCD79
αモノクローナル抗体（HM57：ニチレイ社）及び
CD3モノクローナル抗体（PS1：ニチレイ社）を用い，
標識ポリマーとしてシンプルステインMAX︲PO
（MULTI：ニチレイ社）を用いた．DAB基質キット（ニ
チレイ社）にて発色後，対比染色し，脱水・透徹・封
入を行った．
病理組織検査：検体はサクラユフィックス（サクラ
ファインテックジャパン）を用いて固定後，常法にてパ
ラフィン切片を作成し，ヘマトキシリン・エオジン染
色を行った．パラフィン標本の免疫染色はスタンプ法と
同様の試薬を用いた．
血清学的検査：受身赤血球凝集試験（牛白血病抗体
アッセイキット「日生研」）を用いて BLV抗体価を測定
した．

結　　　　　果

肉眼所見：左右心耳は薄黄色で膨隆し，心耳全体に腫
瘤が認められた．割面は黄白色充実性で出血及び壊死が
認められた．心臓の大乳頭筋及び左房室弁近傍には小豆
大からうずら卵大の白色結節が認められた．左右の腎臓
には小豆大からうずら卵大の白色結節が散在性に認めら
れた．腎臓割面は乳白色充実性で出血が認められ，腎臓
皮質との境界は比較的明瞭であった．
スタンプ法：ヘマカラー染色では心臓及び腎臓に多型
性異型性の高いリンパ芽球様の腫瘍細胞が認められた．
腫瘍細胞は大型不整形核及び明瞭な核小体を有しており
核分裂像も認められた．免疫染色の固定液について検討

体（2005 年～ 2014 年）から 2例の HAdV57 が分離さ
れた．計3例の症状と遺伝子解析結果について報告する．

材 料 及 び 方 法

松江市において気管支炎を呈した生後4カ月男児の
便を細胞（A549細胞，FL細胞）に接種し，ウイルス分
離を試みた．A549細胞にて分離培養されたウイルスに

したところ，CD79αにおいて100％アセトンを用いた
固定で最も良好な結果が得られた．100％メタノール及
び95％エタノールによる固定では染色されなかった．
10％ホルマリン固定液では非特異反応が認められた．
CD3はすべての固定液で染色されなかった．固定液に
アセトンを用い，3％H2O2 加メタノール及び3％H2O2

加水によるブロッキング処理について検討したところ，
3％H2O2加水を用いたブロッキング処理において良好な
結果が得られた．
病理組織検査：左右心耳は腫瘍細胞に置換されてい
た．心筋層の心筋線維には腫瘍細胞の浸潤性増殖が認め
られ，心筋線維は圧迫萎縮していた．腫瘍細胞は類円形
から不整形で，クロマチン濃染から淡染の核を有し大小
不同であった．腎臓皮質では間質へ腫瘍細胞の浸潤が認
められ，尿細管上皮細胞の変性及び壊死が認められた．
腫瘍細胞の核が集簇し，濃縮している部分も認められ
た．免疫染色ではCD79α陽性，CD3陰性を示した．
血清学的検査：BLV抗体価は512倍であった．
診断：地方病性牛白血病
行政処分：全部廃棄

考　　　　　察

近年，と畜検査で発見される牛白血病は全国的に増加
傾向にあり，と畜場における牛白血病の迅速な診断が必
要とされている．今回，牛白血病の迅速診断を行うにあ
たり，スタンプ標本を用いた免疫染色プロトコールを検
討したところ，固定液に100％アセトンを用いて，3％
H2O2 加水を用いたブロッキング処理を行うことで良好
な結果が得られた．パラフィン標本を用いた免疫染色で
は，確定診断までに数日を要するが，スタンプ標本は簡
便な方法で作製でき，標本を作製した当日に免疫染色の
結果が得られる．スタンプ標本による免疫染色の結果
は，牛白血病を疑い保留措置を行うにあたり，病理組織
検査の方向性を示すことができる．今回，検討したスタ
ンプ標本を用いた免疫染色プロトコールは，牛白血病の
迅速診断法として有用であると思われる．
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ついてアデノウイルス中和用抗血清（デンカ生研）の1︲
6型，31型を用い，中和試験を実施した．さらに PCR
でヘキソンC4領域を増幅し，ダイレクトシークエンス
後，BLAST検索を行った．
今回得られた中和試験の傾向より，過去に当所で分離
されたウイルスのうち中和試験によりHAdV6と同定さ
れた28株について同様の遺伝子解析を行った．このう
ちHAdV57と相同性が高かった株について，さらに詳
細な遺伝子解析を感染研に依頼した．また全塩基配列に
ついて比較するため，制限酵素（BamHⅠ，BglⅡ，
HindⅢ，SspⅠ，XhoⅠ）による切断実験を行った．

成　　　　　績

中和試験では他の血清型に比べて，6型でCPE（細胞変
性効果）が抑えられたが，完全に中和することはできな
かった．そのためヘキソンC4領域の遺伝子解析を行う
と，2005・2007・2014年の各株でHAdV57（HQ003817）
と96％の相同性を得た．感染研でヘキソン，ペントン，
ファイバーの3領域の全塩基配列を決定したところ，ヘ
キソンコード領域ではHAdV57（HQ003817）と98％一
致．ペントンコード領域ではHAdV1（JX173083）と99％
一致．ファイバーコード領域はHAdV6（HQ413315）と
97％一致．表記法では P1H57F6となり，これらのウイ
ルスはHAdV57と決定された．
3株の各領域について，それぞれ比較したところ，ヘ
キソン領域については3株で完全に一致した．ペントン
領域では，2014年の株で 1塩基の差違がみられたが，
アミノ酸に変化はなかった．ファイバー領域では2014

年の株で1塩基の差違があり，さらにアミノ酸が異なっ
ていた．
制限酵素による切断実験では，各酵素において同一の
切断パターンが認められた．
3例の臨床症状は高熱と呼吸器症状が共通症状であ
り，特有の症状は認められなかった．

考　　　　　察

抗血清を用いた中和試験では不完全ながらHAdV6抗
血清で CPEが抑制されると Lukashevらは報告してお
り，当所でも同様の傾向が認められたことから，C種の
中和試験による同定についてはHAdV57も考慮するべ
きと考えられた．また同定不能の株からも検出される可
能性がある．島根県において 2005 年の検体から
HAdV57が分離されたことより少なくとも，2005年に
は国内にウイルスが存在していることが明らかとなっ
た．
制限酵素による切断では，アデノウイルスは同じ血清
型でも異なる切断パターンを示すことがある．今回，検
討した3株は分離された時期が10年と幅があることか
ら，異なる切断パターンを示すことが予想されたが，同
一の切断パターンがみられた．この3株のウイルスでは
変異が小さいことが示唆された．
近年，アデノウイルスは新たな型が次々に報告されて
いるが，C種に属するものは57型のみであり，今後の
動向を注視するとともに，さらなる症例の蓄積が必要で
ある．
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 度会雅久（山口大学共同獣医学部）
20 消毒用スプレー容器の衛生管理
 昌子暢賢（島根県浜田保健所），他
21 ノロウイルス食中毒対策に関する一考察 ～トイレ
への手袋の活用～ 廣江純一郎（島根県松江保健所）

22 冬期におけるノロウイルス食中毒予防の啓発
 長田祐大（島根県浜田保健所），他
23 スタンプ標本を用いた牛白血病の迅速診断について
 末永昌美（山口県岩国健康福祉センター食肉検査課），他
24 核酸クロマト型チップを用いた地方型牛白血病

PCR迅速診断の一考察
 中川剛志（広島市食肉衛生検査所），他
25 Tと畜場に搬入された牛白血病ウイルス感染牛にお
ける腫瘍由来細胞の組織学的・分子生物学的検討

 橋本英典（岡山県食肉衛生検査所），他
26 岡山県における牛白血病ウイルスの流行状況と遺伝
子解析 葛谷光隆（岡山県食肉衛生検査所），他

27 食肉衛生に関するリスクコミュニケーション事業
 北脇由紀（島根県県央保健所），他
28 食肉衛生検査における超音波診断装置の有用性につ
いて 藤井祐次（岡山市食肉衛生検査所），他

29 カンピロバクター食中毒低減に向けた食鳥処理事業
者への衛生指導について

 田原綾香（広島県食肉衛生検査所），他
30 豚丹毒発生頭数増加に係る一連の対応について
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る Bar tonellaとその遺伝子系統　　P.544　左段下から3行目「… gltA領域において95.4％，rpoB領域におい
て96.0％…」を「… gltA領域において96.0％，rpoB領域において95.4％…」に訂正してお詫び申し上げます．


